
(57)【要約】　　　　（修正有）

【課題】外洋において波の波高が高いときにも、油回収

の効率を上げるために、油回収部で波の静穏化を図り、

水面の表面流を流れやすくして浮遊油の集積を行い、油

層を厚く保持できるようにする。

【解決手段】油回収部前面の水面下に底板５を有し、徐

々に狭めた水路１およびそれに続く狭めた水路２を設置

し、海水と油を、その後部の水路３を急拡大させて堰４

を設けた場所へ取り込む。取り込まれた海水と油は、そ

の後の２０度から３５度後ろを高く傾斜し、底部から水

面付近まで取り付けられた傾斜板列６の上を通過させる

ことにより、油層の集積を行う。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】波浪中の油回収装置または油回収船におい

て、油回収部前面の水面下に底板を有し、徐々に狭めた

水路および狭めた水路を設置し、その後部の水路を急拡

大させて堰を設けた波浪対応型流出油集積装置。

【請求項２】請求項１で急拡大させた水路に、２０度か

ら３５度後方を高くした傾斜板列を喫水線より少し低い

水面下から、水路の底板位置まで設置した波浪対応型流

出油集積装置。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は、外洋において流出

した油の回収に関する。

【０００２】

【従来の技術】従来、水面上に浮遊した油を回収する場

合、オイルフェンスや堰を設けて油層を厚くしたり、ベ

ルト等で油をかき寄せて油層を厚くして油を回収してい

た。例えば特許出願公開広報「特許公開平１１－１５２

０８０号」に記載されているように、海水および海面上

の油を効率よく本体内に導き、海水だけ船底より排水す

る方法が考案されて来た。

【０００３】

【発明が解決しようとする課題】海上に流出した油は、

海上に油がある間に回収できれば、それが海岸を汚染し

た場合に比べて１０分の１以下の費用で済むといわれて

いる。従来の外洋における流出した油の回収の問題点

は、波の波高が大きくなると油回収のための作業水面

で、波の影響により、反射する波を生じさせたり、油層

のある表面の流れを妨げ、波高が３０センチメートル程

度以上になると、油層厚さがたもてなくなり、油回収部

の油層が薄くなったり、前方に流れて油層の無い水面が

でき、油の回収効率が極端に低下することであった。ま

た、作業船を流出した油に近づけると、作業船前面での

水位が高くなり、流出油を作業船内に取り込むことが難

しかった。

【０００４】本発明は、このような外洋において波の波

高が高いときにも、油回収の効率を上げるために、油回

収部で波の静穏化を図り、水面の表面流を流れやすくす

ることにより浮遊油の集積を行い、油層を厚く保持でき

るようにすることを目的とするものである。

【０００５】

【課題を解決するための手段】そして、本願発明は上記

目的を達成するために、油回収部前面の水面下に底板を

有し、徐々に狭めた水路およびそれに続く狭めた水路を

設置することによって、波のエネルギーが大きい場合、

そのエネルギーを利用して、表面流を加速し、水路前面

付近と水路上の、海水と油を、その後部の水路を急拡大

させて堰を設けた場所へ取り込む。

【０００６】取り込まれた海水と油は、その後の２０度

から３５度程度に流れに沿う方向に後ろを高く傾斜し、

底部から水面付近まで取り付けられた傾斜板列の上を通

過する。この傾斜板列の上を通過する間に、波の振幅は

小さくなり油と海水は下流側へ押し流される。取り込ま

れた海水は、傾斜板列の後方で波の振幅がある程度小さ

くなる場所で、傾斜板に沿って底のほうへ流れ、排水さ

れる。このようにして、油層の集積を行うことができ

る。

【０００７】上記第１の課題解決手段による作用は次の

通りである。すなわち、波に向かう方向に開いた油回収

部前面から、底板を設けた水路の幅を次第に絞ることに

よって、波のエネルギーを流れに変える。この流れによ

って、水路前面近くと水路内の海水と油を含む表面流を

加速し、その後部の水路を急拡大させて堰を設けた場所

に取り込む。

【０００８】また、第２の課題解決手段による作用は、

流れに沿う方向に傾斜板列を設けることにより、水深が

極端に浅くなるため、波の波長が短くなり、波のエネル

ギーが小さくなる。さらに、流れのエネルギーも傾斜板

列の上を移動する間に小さくなるので、取り込まれた油

が浮上分離する。ある程度波の振幅が小さくなった場所

で、傾斜板に沿って、下向きに海水を排水することによ

り、油の分離が促進され、油層を厚く保持することがで

きる。この厚くした油層を吸引等により回収することに

より、回収油の含水率を下げ油の回収性能を向上させる

ことができる。

【０００９】

【実施の形態】以下、本発明の実施の形態として一実施

例を図１～図３に基づいて説明する。

【００１０】図１において、油回収船または油回収機の

回収部の前部を徐々に狭めた水路１とそれに続く狭めた

水路２を設ける。その後流側に拡大水路３を設ける。拡

大水路の後ろ側には堰４を設けている。徐々に狭めた水

路１と狭めた水路２には底板５があり、拡大水路３に

は、その入り口から一定の距離まで底板５をつける。そ

の後拡大水路内に底板の無い部分を設ける。拡大水路は

油回収部とする。

【００１１】拡大水路には２０度から３５度程度の角度

で、後部を高くした傾斜板列６を喫水線より少し下から

底板５の深さまで設置する。

【００１２】傾斜板列６には、補強および油水の横方向

の流れを抑制するために、一定間隔に縦通し板７を設置

する。

【００１３】以下、上記構成の動作を説明する。徐々に

狭められた水路部１の前方より水路部へ進入した波は、

底板５に制限されて水路の中で流れとなり表面流を加速

し、狭めた水路２を通り、拡大水路３へ流れ込む。

【００１４】拡大水路３には、流れに沿う方向に後部を

高くした傾斜板列６が配置されているので、流れはこの

傾斜板列の上を流れる。傾斜板の上端は喫水線より少し

下まであるために、水深が極端に浅くなることにより、
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波の波長が短くなり、波のエネルギーが失われ波高が小

さくなる。

【００１５】波高がある程度小さくなる位置の後方で、

傾斜板に沿って下向きに海水を排水することにより、油

の浮上を助けるとともに、効率的に排水を行う。

【００１６】海水とともに拡大水路部へ流入した油は、

傾斜板列に添って流れる間に浮上し、拡大水路部後部の

堰前まで押し流され、油集積部に油が集積される。この

油集積部に集積された油は、油水界面計と連動したポン

プにより吸引等により回収することができる。

【００１７】以上の動作は、波のある場合に有効であ

る。波の無い場合には拡大水路部に浮遊油を導くことが

難しいので、これに対処するためには別に狭めた水路部

２で、水ジェットまたは機械的な動力により表面流を加

速し、浮遊油を拡大水路部に送り込む。

【００１８】以上のように、本実施例によれば波高が高

いときに浮遊油を取り込み、油の集積を行い、油層を安

定して保持することができるので、吸引等により効率よ

く油の回収を行うことができる。

【００１９】

【発明の効果】上述したように本発明の波浪対応型流出

油集積装置は、外洋において波高が高い状態で効率的に

浮遊油を集積でき、海上での油の回収を行うことができ

る。

【図面の簡単な説明】

【図１】本発明の一実施例を示す外観図

【図２】図１のＡ－Ａ断面を示す。

【図３】海水と浮遊油の流れ

【符号の説明】

１　　徐々に狭めた水路

２　　狭めた水路

３　　拡大水路

４　　堰

５　　底板

６　　傾斜板列

７　　縦通し板

８　　浮遊油

９　　海水の流れ

【図１】

【図２】

【図３】
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